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３ 放課後等の学びを支える市町村の特色ある取組
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地域人材を活用した学習サポート
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▢ 各市町村における放課後や長期休業中における外部人材等を活用し
た補充的な学習サポートの実施の状況

（１）高校生や大学生の活用など、高校や大学と連携した学習サポートの実施

（２）塾の講師の活用など、民間の団体と連携した学習サポートの実施

（３）保護者や地域住民の活用など、地域人材を活用した学習サポートの実施

本道のすべての子どもたちが、どこにいても安心して質の高い教育を受け、いつ
までも学び続けられる環境を整えることが大切です。ここでは、学校と地域が連
携・協働を深め、子どもたちの学びをサポートする自治体の効果的な取組を紹介し
ます。

令和３年度教育活動等調査（実施予定市町村数）

令和３年度教育活動等調査（実施予定市町村数）

令和３年度教育活動等調査（実施予定市町村数）



家庭の経済的背景に左右されない無償による公設塾の開設

学校との連携による学習内容の精選

働き方改革の促進

民間の学習塾と連携した公設学習塾「なんぽろ塾」による学習サポート

取組のポイント

○ 家庭の経済的背景に左右されない無償による公設塾の開設
○ 学校との連携による学習内容の精選
○ 働き方改革の促進

○ 子どもたちが、公設塾で学んだ内容や学び方を、家庭学習の取組に生かすこと
ができるようになった。

○ 家庭、学校、行政が一体となって町内の子どもたちの望ましい学習習慣の定着
に向けた取組を推進することができている。

取組の成果

実践の概要

保護者の了承が得られた小学校第４学年から中学校
第３学年までの児童生徒を対象に無償で実施していま
す（申込時に傷害保険料のみ徴収します）。
送迎の対応は、基本的には保護者にお願いしていま
すが、通学バス利用者については、町のバスを運行し
ています。

各学校の管理職や教務主任と連携を図
り、学習進度や苦手分野等について情報
共有を図っています。そのことにより、
学校の授業内容と公設塾での学習内容を
関連させることができています。

毎週月曜日の放課後に実施
することを基本にしているこ
とから、月曜日の放課後につ
いては、学年の打合せや教材
研究等に時間をあてることが
できています。

南幌町教育委員会

・「算数・数学」において必ず身に付けてほ
しい基礎的・基本的な内容を実施
・町内の各学校は、算数・数学における子ど
もたちのつまずきについて情報提供

・部活動、各種会
議、研修等に配
慮した日程調整
・放課後における
教職員の時間の
創出

- 30 -



ＩＣＴの活用による「個別最適な学び」の充実

地域おこし協力隊による学習サポート

福祉部局との連携

「個別最適な学び」の充実に向けた子ども未来塾「学紋塾」の活動

取組のポイント

○ ＩＣＴの活用による「個別最適な学び」の充実
○ 地域おこし協力隊による学習サポート
○ 福祉部局との連携

○ 年間を通して時間を決めた「勉強するための場」を提供したことにより、受講
者に学習習慣が定着してきている。

○ 不登校の児童生徒が「学紋塾」の取組をとおして、学習の補充や他者とのかか
わりを深めることができるようになった。

取組の成果

実践の概要

中学生の希望者を対象として、毎週土曜日、市内の
文化会館を会場に、タブレットやスマートフォンなど
のICTを活用して、一人一人に合った学習を行ってい
ます。

「学習サポーター」が進捗状況を
把握しているので、受講生がアドバ
イスを受けたり直接質問したりしな
がら学習することができます。

地域おこし協力隊の働きかけにより、平日の勉強場所
（子どもの居場所）づくりの必要性を共有し、福祉部局
との連携の契機となっています。

紋別市教育委員会

・柔軟に勤務できる地域おこし協力隊を学習サ
ポーターとし、運営スタッフを安定的に確保
・個別アカウントにより受講生の学習状況を把握
し、一人一人に合った学習内容を助言

・福祉部局と情報共有等を行い、生活困窮世帯への学習
支援としても推進
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・整備されたWi-Fi環境の効果的活用
・タブレットの無償貸出
・「スタディサプリ」（利用料無料）の授業動画の視
聴などによる自分のペースに合った学びの場の提供



学校支援コーディネーターによる地域と学校の連携強化

児童生徒の学習意欲や基礎学力の向上

地域人材の有効活用による地域づくり

地域住民や大学生ボランティアによる学習サポート

取組のポイント

○ 学校支援コーディネーターによる地域と学校の連携強化
○ 児童生徒の学習意欲や基礎学力の向上
○ 地域人材の有効活用による地域づくり

○ 多様な人材による手厚いサポートにより、児童生徒の学習意欲の向上及び家庭
学習の習慣化につなげることができた。

○ これまでの取組によって、令和３年度からは、学校支援地域本部から地域学校
協働本部へ発展的に移行し、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働し
た取組を進めることができた。

取組の成果

当別町教育委員会
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実践の概要

学校支援コーディネーターが、地域住民のボラン
ティア参加を促進し、学校・家庭・地域が一体と
なって地域ぐるみで子どもを育てる基盤を構築して
います。

放課後学習会に携わる学校支援ボラ
ンティアが、学習会以外の学校支援地
域本部事業にも参画するようになりま
した。

学ぶ楽しさや分かる喜びを体感することで、粘り強く学習
に取り組む姿が見られるようになりました。

・地域の人材を有効的に活用するため、地域住民
に対し学校支援ボランティアの登録を促進
・各種活動を通じた地域の活性化や学校を核とし
た地域づくりを推進
〔活動例〕土曜教室、土曜学習会

イングリッシュ・プロジェクト

・放課後学習会における学校支援ボランティアのきめ細かな
サポート

・学校支援地域本部に学校支援コーディネーターを
配置
・地域住民や近隣の大学生など地域の様々な人材が
学校支援ボランティアとして参画

【ボランティアの支援を得た放課後学習会】


